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六
。
一五
-
二

一を
頂
点
と
し
た
バ
月
反
安
保
・
小
選
挙
制
粉
砕
・
反
人
民
的
諸
立
法
粉
砕
の
闘
い
は
、
鴨
反
戦
反
合
春
闘
を
爆
発
さ
せ
た
青

年
労
働
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
爵
景
に
、
全
戦
線
・
繰
題
を
め
ぐ
っ
て
勃
尭
す
る
全
人
長
の
決
起
を
結
び
つ
け
、
帝
国
王
義
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
府
打
制

ー
労
働
者
政
府
樹
立
へ
押
し
あ
げ
る
闘
い
と
し
て
う
ち
ぬ
か
れ
た
.

蟻
会
制
ブ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁
の
危
機
に
あ
っ
て
強
力
な
執
行
擢
力
の
革
握
に
よ
る
反
草
舘
的
社
会
的
再
紹
の
推
準
ζ
、
革
命
勢
刀
の
採
殺
を
図
る

政
府
自
民
覚
に
対
決
し
、
岡
時
に
祉
共
「
人
民
戦
線
」
派
の
反
階
敷
的
中
間
主
義
削
利
害
へ
の
収
約
(中
間
政
府
梅
想
)
を
突
破
し
、
プ
ロ
レ
タ

の

リ
ア
革
命
勢
力
の
潮
流
と
し
て
の
登
場
が
遺
ら
れ
て
い
る
。

労
働
者
階
級
の
反
合
失
力
闘
争
を
基
礎
に
、
差
別
分
断
立
配
を
打
ち
砕
く
全
人
民
の
共
同
闘
争
は
地
区
ー
職
場
-
掌
園
-
課
題
別
戦
線
に
お
い

て
積
み
重
ね
ら
れ
打
ち
鍛
え
ら
れ
、
文
字
通
り
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
腕
㎝戦
線
の
形
成
に
向
っ
て
い
る
。

二
う
し
て
今
六
月
闘
争
は
、
さ
し
迫
る
政
摺
危
機
の
中
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
権
力
展
望
を
鮮
朋
に
掲
げ
た
政
旧
勢
刀
の
潮
流
困
登
場
の
剛
期
的

第
】
歩
と
し
て
闘
い
ぬ
か
れ
た
。
」

の
泉

 

東

反
人
民
的
諸
立
法
を
葬
れ

六
月
十
五
日
、
午
後
b
時
か
ら
、
東

東
明
沽
公
園
で
、
理

沖
縄
返
理
粉
砕

臼
衛
隊
沖
縄
禾
兵
阻
止
共
闘
会
議
(
沖

共
闘
)
の
呼
び
か
け
恩
結
成
さ
れ
た
実

行
委
の
£
催
で
、
「
安
保
射
砕
、
小
選

挙
区
制
朽
砕
、
刑
法
改
悪
阻
止
、
政
府

打
倒
、
労
働
占
人
民
総
起
集
会
」
が
早

大
解
放
闘
争
の
た
だ
中
か
ら
決
起
し
た

早
大
6
・
15
実
行
委
を
は
し
め
、
諸
戦

線
、
諸
団
体
複
一
干
人
の
ま
り
の
結
樂

で
開
か
れ
た
。

集
会
は
、
沖
共
闘
事
務
周
の
司
会
で

開
始
さ
れ
、
最
初
に
、
沖
共
闘
事
務
㎞

浜
口
氏
か
ら
基
醐
報
管
が
提
起
さ
れ
た

提
起
は
「沖
共
闘
は
結
成
以
来
一
年

得
余
に
わ
た
り
、
沖
縄
返
還
粉
砕
を
掲

げ
、
他
の
既
域
左
麗
ー
新
左
翼
が
返
・

奪
還
派
と
し
て
帝
国
証
義
プ
ル
ン
ヨ
ア

ノ
ー
に
全
面
対
決
し
得
ぬ
中
で
臨
一
沖

穐
闘
肇
γ闘
い
抜
い
て
き
た
。
し
か
し

祀
年
五
月
十
五
日
の
返
還
を
㎡
し
、
一

定
の
敗
北
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
陣

縄
闘
争
を
、
沖
縄
の
反
革
命
的
・
帝
国

主
義
的
統
合
粉
砕
と
し
て
、
7
・
15
、

10
・
29
自
衛
隊
沖
縄
派
兵
実
力
阻
止
闘

箏
、
蜜
村
さ
ん
・
沖
胃
同
公
判
闘
争
な

ど
在
本
上
沖
縄
人
と
の
運
帯
し
た
闘
い

ま
た
、
仰
縄
現
地
で
の
復
帰
合
理
化
粉

砕
、
天
皇
。
自
衛
隊
上
陸
阻
止
i
糾
弾

沖
共
闘
を
軸
に
三
千
人

本
工
費
本
進
出
阻
止
、
反
罵
-
反
基
地

闘
争
な
ど
沖
縄
労
働
者
人
民
の
闘
い
ζ

超
帯
し
た
闘
い
を
全
力
で
す
す
め
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
革
命
の
絞

殺
に
抗
し
て
「
和
平
』
以
降
も
武
装
進

撃
す
る
イ
ン
ド
シ
ナ
人
民
の
闘
い
と
逐

帯
し
、
更
に
今
春
、
反
戦
反
合
ゼ
不
ス

ト
に
決
起
し
た
戦
闘
的
労
働
者
と
含
流

し
て
、
社
共
・
革
共
同
両
派
が
沖
編
闘

争
を
放
棄
し
逃
亡
し
て
い
る
申
で
唯
一

4
・
28
、
5
・
15
と
運
続
し
て
沖
縄
統

合
粉
砕
を
闘
い
ぬ
い
た
。
小
選
挙
区
制

刑
法
改
悪
を
頂
点
と
す
る
帝
国
主
義
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ゾ
ー
の
攻
撃
に
全
面
対
決
し

弦
共
に
代
る
70
年
代
権
力
闘
争
に
勝
ち

ぬ
く
醐
流
と
し
て
、
労
働
者
人
民
の
闘

い
を
選
李
-
議
会
主
義
の
拠
か
ら
と
き

放
ち
、
今
国
会
に
上
呈
さ
れ
て
い
る
反

人
民
的
諸
立
法
の
紛
鱗
に
む
け
諸
戦
線

の
闘
い
を
更
に
結
合
さ
せ
、
政
府
打
倒

に
絞
り
あ
げ
て
い
か
ね
は
な
ら
な
い
。

本
日
の
闘
い
を
、
宗
派
革
マ
ル
の
テ
ロ

。
リ
ン
チ
に
よ
る
敵
対
を
粉
砕
し
て
熾

烈
に
闘
い
抜
か
れ
て
い
る
早
大
解
放
闘

争
に
全
力
で
連
帯
し
つ
つ
、
政
府
打
倒

へ
実
力
大
進
纏
を
勝
ち
と
ろ
う
」
と
い

う
内
容
で
、
全
体
の
拍
手
を
も
っ
て
確

認
さ
れ
た
。
.

次
に
連
帯
の
挨
拶
と
し
て
、
三
畢
塚

芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟
か
ら
北
原
事

務
局
畏
が
演
壇
に
た
ち
「
現
在
、
擢
力

の
弾
圧
を
う
け
な
が
ら
闘
わ
れ
て
い
る

北
海
逗
伊
逮
発
配
所
建
設
阻
止
闘
争
に

連
帯
を
明
ら
か
に
す
る
。
田
中
帝
国
主

義
政
府
に
よ
る
日
本
列
島
改
遣
に
よ
る

日
本
全
土
の
任
民
の
生
活
磁
壊
に
各
地

で
反
乱
が
起
り
、
三
里
塚
の
闘
い
は
全

国
住
民
闘
争
の
頂
点
と
な
っ
て
お
り
絶

対
勝
た
ね
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
も

早
大
解
放
闘
争
に
窪
目
し
て
お
り
、
革

マ
ル
の
闘
う
学
生
に
対
す
る
反
革
命
的

テ
ロ
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」
と
発
宮

し
、
さ
か
ん
な
拍
手
を
う
け
た
。
.

続
い
て
、
沖
縄
登

同
盟
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ア
ビ
ー
ル
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ

れ
は
「
鴨
年
五
月
十
五
日
以
降
、
沖
蝿

は
憂
地
と
工
場
の
島
へ
遺
り
変
え
ら
唱.

よ
う
と
し
て
い
る
。
鴨
年
海
洋
博
を
メ

ド
に
、
国
家
と
帝
国
主
藏
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ン
ー
は
、
沖
縄
杜
会
の
解
体
的
再
編
へ

む
け
産
買
複
合
体
を
形
成
し
、
天
皇
と

軍
隊
を
も
っ
て
国
民
統
合
し
、
沖
縄
を

反
革
命
の
砦
に
せ
ん
と
し
て
い
る
。
反

ノ
民
的
海
洋
博
を
粉
砕
し
、
自
衛
隊
派

兵
に
笑
力
対
決
し
沖
縄
解
放
を
沖
縄
i

日
本
の
労
働
者
人
民
の
闘
い
で
突
現
し

よ
う
。
五
月
十
日
、
沖
縄
青
年
ミ
ナ

ミ
ヤ
ス
タ
カ
君
の
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
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っ
て
の
国
会
突
入
こ
そ
は
、
沖
縄
人
民

の
怒
り
の
表
現
で
あ
る
。
六
月
二
十
四

日
の
沖
青
同
三
戦
士
国
会
内
決
起
裁
判

総
決
起
集
会
に
結
集
し
よ
つ
」
と
訴
え

ら
れ
た
。

次
に
反
戦
米
兵
(V
W
A
)
か
ら
の

次
の
よ
う
な
逗
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ン
が
横

須
賀
反
軍
行
動
委
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

「安
保
は
、
二
つ
の
帝
国
土
義
政
府
の

間
の
人
民
抑
圧
支
配
の
た
め
の
盟
約
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
日
本
人
民
と
遅
帯

し
て
闘
う
。
ア
ジ
ア
人
民
抑
圧
と
戦
争

の
た
め
の
横
須
賀
母
港
化
に
ミ
ノ
ド
ウ

エ
ー
乗
組
員
の
大
部
分
は
反
対
し
て
い

る
」
ま
た
更
に
司
会
か
ら
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
ミ
ノ
ド
ウ
エ
ー
乗
組

員
百
五
十
名
の
反
対
罰
名
が
集
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
諸
戦
線
か
ら
の
発
言
に
は

い
り
、
ま
ず
那
落
解
放
戦
線
か
ら
全
都

神
奈
川
狭
山
董
別
裁
判
糾
弾
共
闘
か
ら

「
戦
後
体
制
の
反
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
再

綱
は
、
全
ゆ
る
葦
別
、
分
断
を
強
化
し

階
級
支
配
の
維
持
の
た
め
に
新
た
な
近

代
身
分
制
の
硅
立
へ
と
症
行
し
て
い

る
。
影
山
糾
弾
、
東
拘
包
囲
糾
弾
な
ど

差
別
黎

闘
争
を
闘
い
抜
き
、
寺
尾
に

よ
る
狭
山
董
別
裁
判
強
行
粉
砕
へ
、
諸

戦
線
の
結
合
し
た
総
力
を
も
っ
て
狭
山

再
開
公
判
に
結
集
し
よ
う
」
と
い
う
発

言
が
行
な
わ
れ
た
。
埼
玉
糾
弾
共
闘
の

発
言
の
俄
、
保
安
処
分
戦
線
か
ら
法
制

審
粉
砕
関
東
実
行
委
か
ら
「
政
治
支
配

の
危
機
に
あ
っ
て
、
刑
法
改
悪
、
保
安

処
分
新
設
に
よ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
独
裁
の

強
樫
的
打
ち
固
め
が
進
行
せ
ん
と
し
て

い
る
。
70
年
代
の
階
級
闘
争
の
死
沽
を

か
け
て
法
制
審
総
会
保
麦
処
分
条
項
採

択
を
阻
止
し
よ
う
」
と
提
起
さ
れ
た
.

法
制
審
粉
砕
共
闘
の
発
冨
の
後
、
女

性
解
放
戦
線
と
し
て
三
紘
案
粉
砕
東
京

笑
行
委
員
会
か
ら
「
三
十
数
団
体
の
結

粟
に
よ
っ
て
五
・
一
〇
対
政
府
厚
圭
雀

包
囲
糾
弾
中
央
闘
争
を
、
庫
生
省
に
突

入
し
厚
生
大
臣
を
弾
劾
し
闘
い
抜
い

た
。
育
児
休
暇
法
耕
設
、
優
性
保
護
法

改
悪
、
労
基
法
改
悪
攻
畢
を
、
家
族
・

工
場
制
屋
を
貫
い
て
、
既
成
労
組
婦
人

部
運
動
の
生
み
直
し
を
含
め
て
鏡
別
分

断
を
闘
う
戦
線
の
共
固
蘭
争
を
も
っ
て

闘
い
ぬ
く
」
と
灰
意
表
明
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
会
場
の
中
央
に
五
十
名
の

黒
ヘ
ル
で
陣
ど
り
、
前
殿
に
エ
ビ
ス
公

園
で
独
自
の
決
起
集
会
を
も
っ
て
績
集

し
た
早
大
6
・
め
契
行
委
の
代
表
が
、

瀧
場
の
注
目
と
副
れ
る
よ
う
な
拍
手
の

中
、
童
壇
し
連
帯
の
ア
ビ
ー
ル
を
次
の

よ
う
に
行
っ
た
1

革
マ
ル
派
全
国
動

員
の
テ
ロ
ル
を
粉
砕
し
、
6
・
↓
以
降

武
装
し
て
学
内
に
量
場
し
闘
い
ぬ
い
て

い
る
。
早
天
解
放
闘
争
の
地
平
は
日
本

学
生
運
動
の
階
級
的
統
一と
大
衆
的
飛

躍
の
方
向
を
爽
き
出
)て
い
る
。
六
月

自
治
委
選
に
勝
利
し
、
阜
稲
田
祭
実
行

委
を
勝
ち
と
り
、
宗
派
革
マ
ル
を
遣
畢

し
早
大
解
放
闘
争
勝
利
の
日
ま
で
連
帯

し
共
に
闘
い
ぬ
こ
う
1

親
い
て
実
行
委
諮
団
体
か
ら
、
三
里

塚
、
沖
縄
を
闘
う
囎
年
代
戦
線
(高
見

圭
司
氏
)
、
東
海
大
M
G
共
闘
、
全
水

道
労
研
、
全
国
労
共
闘
、
菓
京
反
戦
、

全
学
連

(北
条
委
員
長
)
、
高
叛
共
闘

反
帝
高
評
、
社
会
主
義
青
年
同
盟
、
反

帝
戦
線

(戦
旗
派
系
)
か
ら
発
言
が
行

な
わ
れ
た
。

こ
の
中
℃
水
遵
労
研
か
ら
は
、
鴨
反

戦
反
合
春
闘
の
報
告
と
、
6
・
21
総
評

地
評
青
年
協
、
6
・
%
総
評
集
会
へ
む

け
、
社
共
ー
民
同
の
政
治
的
収
約
を
許

さ
ず
晋
年
労
製
E還
動
を
階
級
的
に
発

展
さ
せ
る
甲
で
突
破
し
て
い
こ
う
と
の

提
起
が
行
な
わ
れ
た
。

ま
た
神
大
全
学
ス
ト
な
ど
学
園
ス

ト
を
背
景
に
全
国
繕
集
し
た
全
学
遮
か

ら
は
「
小
選
挙
区
制
・
刑
法
改
悪
を
頂

慮
と
ず
る
議
会
制
プ
Ψ
ゾ
ヨ
ア
独
裁
の

強
描
的
打
ち
固
め
と
ア
ァ
シ
ズ
ム
へ
の

突
艦
と
対
決
し
、
社
共
人
民
戦
線
派
の

議
会
主
義
ー
申
聞
政
府
構
忍
を
突
破
し

帝
国
主
義
ブ
取
ジ
ョ
ア
政
府
打
倒
i
労

動
番
政
府
樹
立
へ
む
け
、
政
治
樒
力
中

枢
へ
笑
力
進
撃
し
よ
う
。
向
時
に
宗
派

を
根
絶
し
、
労
働
者
-
人
民
の
階
級
的

共
同
利
警
と
分
ち
が
た
く
結
び
つ
い
た

唖

一

大
衆
逗
動
の
煽
発
に
よ
る
学
生
逗
動
の

階
級
的
統
】
と
革
命
的
飛
躍
を
か
ち
と

ろ
う
。
革
マ
ル
派
の
破
産
と
絶
望
的
テ

ロ
レ
に
よ
る
阜
大
解
放
闘
争
へ
の
敵
対

と
延
命
を
許
さ
ず
追
畢
し
、
全
国
に
阜

大
解
放
闘
學
支
援
共
闘
会
畿
を
緒
成
し

て
勝
利
の
日
ま
で
闘
い
ぬ
こ
う
」
と
熱

烈
な
ア
ビ
ー
レ
が
あ
っ
た
。

集
会
を
馨
λ
、
三
千
の
デ
モ
隊
は
、

騨

京
都
は
三
条
河
原
で

八
名
が
不
当
逮
捕
さ
る

穴
月

†
五
日
、
京
都
・
三
条
河
原

お
い
て
返
還
粉
砕
ー
派
兵
阻
止
京
都
労

働
看
実
行
婁
、
プ
ロ
青
同
、
べ
平
連
系

市
民
団
体
な
ど
四
百
名
の
結
集
に
よ
り

反
安
保
統
「
行
勧
が
展
開
さ
れ
た
。
京

都
労
働
者
実
行
萎
は
七
一年
沖
縄
返
還

協
足
批
准
阻
止
闘
傷
の
過
程
か
ら
、
各

職
場
の
行
動
委
、
反
載
青
年
委
を
結
集

し
て
形
成
さ
れ
、
日
共
・
社
民
の
支
配

を
く
い
破
り
労
傍
看
運
動
の
階
級
的
推

進
へ
む
け
共
同
行
動
を
積
コ
ね
て
き
た

も
の
で
、
こ
の
日
も
市
民
団
体
と
の
続

一
集
会
の
の
ち
、
円
山
公
園
ま
で
の
戦

闘
的
デ
モ
を
貰
徹
し
た
。

六
時
か
ら
開
始
さ
れ
た
労
働
者
笑
行

委
の
集
会
で
は
、
市
役
所
反
戦
、
畑
鉄

工
反
戦
反
倉
冨
萎
、
全
金
寺
羅

所
、
京
都
工
繊
大
行
動
委
の
各
代
衰
か

ら
発
富
が
あ
り
、
安
保
粉
砕
、
沖
縄
の

帝
國
主
義
的
統
合
粉
砕
、
出
入
国
法
案

成
立
阻
止
、
狭
山
差
別
戴
判
糾
弾
の
ア

ビ
ー
ル
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
六
月
二

二
日
、
全
通
-
全
電
通
・京
水
遭
の
三

阪大

地
区
共
闘
の
陣
型

へ

諸
戦
線
の
総
結
集
で

十
五
日
、
首
都
の
決
起
に
呼
応
し

て
、
関
西
で
は
労
学
決
起
集
会
が
靭

(う
つ
ぼ
)
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。
集

会
に
は
、
神
戸
地
区
行
動
委
越
合
、
南

大
阪
青
年
労
働
壱
共
闘
会
議
、
尼
崎
反

戦
欝
年
委
、
大
阪
篭
信
反
戦
、
関
西

「障
害
省
」
解
放
委
、
関
西
ベ
ト
ナ
ム

・
イ
ン
ド
シ
ナ
漣
帯
委
、
ナ
イ
キ
阻
止

行
動
委
、
能
勢
ナ
イ
キ
話
地
設
置
阻
止

佳
民
連
絡
会
議
な
ど
大
衆
的
な
闘
争
団

体
単
位
で
約
二
百
名
の
労
働
者
、
掌
生

が
結
集
し
た
。

築
会
の
基
調
は
、
六
月
十
五
日
と
い

う
六
〇
年
安
保
闘
争
以
米
、
日
本
の
労

働
者
、
学
生
が
忘
れ
え
ぬ
日
を
期
し

て
、
七
〇
年
代
階
級
闘
争
を
推
薩
す
る

大
衆
的
な
陣
型
を
再
び
構
築
す
る
こ

と
。
沖
縄
派
兵
阻
止
、
狭
山
差
別
裁
判

糾
弾
闘
争
勝
利
、
ベ
ト
ナ
ム
革
命
遅

帯
、
出
入
国
氾
案
粉
砕
、
政
府
打
例
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
る
。

参
加
団
体
か
ら
の
逸
占
で
は
、
南
大

阪
脅
労
闘
か
ら
「
ベ
ト
ナ
ム
「和
平

を
冥
践
的
に
、
わ
れ
わ
れ
の
反
戦
闘
争

の
総
括
に
つ
な
げ
、
「
和
平
」
に
よ
る

革
命
の
圧
殺
を
許
さ
ず
国
際
的
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
闘
い
の
前
進
の
た
め

に
、
わ
れ
わ
れ
は
反
戦
・
反
基
地
・
反

軍
闘
争
と
箆
別
・分
断
に
対
す
る
闘
い

を
進
め
て
い
こ
う
」
と
の
捷
起
。
神
戸

行
動
委
連
合
か
ら
「
反
戦
反
合
春
闘
の

成
果
、
と
り
わ
け
西
舞
鶴
、
福
知
山
に

お
け
る
地
区
労
宇
共
闘
の
前
進
を
ふ
ま

え
、
下
か
ら
の
フ
ァ
ン
ズ
ム
、
上
か
ら

の
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
食
い
や
ぶ
る
下
か
ら

の
地
区
共
闘
、
ソ
ビ
エ
ト
運
動
を
プ
ロ

青
年
部
共
闘
の
呼
び
か
け
に
よ
る
「
反

安
保
ー
政
府
打
倒
」
を
掲
げ
て
の
集
会

全
学
迎
を
先
画
に
横
+
列
の
固
い
ス
ク

ラ
ム
の
隊
列
で
青
山
壇
り
へ
雌
攣
、
赤

坂
見
付
な
ど
各
所
で
機
動
隊
の
規
制
、

併
進
規
制
を
突
破
し
、
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ

を
も
っ
て
終
始
戦
闘
的
に
、
国
会
i
首

相
宮
邸
を
め
ざ
し
て
闘
い
ぬ
い
た
。
部

隊
は
十
時
過
ぎ
日
比
谷
公
園
に
入
り
、

讐

萎

を
慕
棚
し
た
。し

零

魯

錘

へ
の
結
集
が
訴
え
ら
れ
、
青
年
労
働

者
運
動
の
階
級
的
推
進
に
よ
る
安
保
粉

砕
-
政
府
打
倒
闘
争
が
提
起
さ
れ
た
。

集
会
後
、
三
条
大
橋
か
ら
デ
モ
が
展

開
さ
れ
、
京
都
労
働
者
笑
行
委
の
強
固

な
隊
列
は
贔
先
頭
に
た
ち
、
河
原
町
通

り
ま
で
警
官
の
規
制
を
は
ね
の
け
、
戦

闘
的
な
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
を
黄
徹
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
機
動
隊
は
三
条
河
原
町

付
近
で
デ
モ
隊
列
に
襲
い
か
か
り
、
}

名
を
不
当
逮
捕
し
た
。

さ
う
に
機
動
隊

四
条
天
橋
け
近
で

は
、
機
動
隊
の
不
当
弾
圧
に
抗
議
し
、

座
り
込
み
闘
争
を
お
こ
な
っ
て
い
た
市

民
団
体
の
隊
列
に
対
し
、
再
度
襲
い
か

か
り
七
名
を
不
当
遠
捕
し
た
。

レ
タ
リ
ア
統
[
戦
線
へ
」
と
い
う
路
線

的
曇
が
が
な
嚢

た
。

ま
た
関
西
「
障
晋
者
」
解
放
委
か
ら

は
「荒
木
勃
判
、
最
高
裁
糾
弾
闘
争
」

の
現
段
階
と
憲
瓢
が
報
街
さ
れ
、
同
時

に
大
阪
府
立
堺
養
護
学
校
に
お
け
る
片

平
敏
昭
さ
ん
(非
常
動
職
員
)
に
対
す

る
「障
害
者
」
艶
別
に
も
と
つ
く
首
切

り
を
糾
弾
す
る
闘
い
へ
の
決
起
が
訴
え

ら
れ
た
。

他
に
、
能
勢
ナ
イ
キ
阻
止
闘
争
、
大

阪
フ
ィ
ル
タ
ー
・
森
さ
ん
解
雇
撤
回
闘

争
の
報
告
な
ど
が
な
さ
れ
た
あ
と
、

「障
害
者
」
解
放
委
を
先
頭
に
、
本

町
、
御
鴬
筋
を
経
て
、
梱
田
大
阪
中
郵

ま
で
デ
モ
行
進
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
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駈

三
十
入
人
の
新
代
議
員
を
信
認
す

六
月
r
日
～
二
卜
九
日
ま
で
七
二
年

度
前
期
同
学
会
代
謎
員
(全
学
区
)
選

が
行
な
わ
れ
、
全
闘
連

(全
学
闘
争
憂

員
会
連
合
)
推
薦
の
代
議
員
候
禰
三
十

八
名
全
て
が
悟
任
さ
れ
た
。

京
大
全
学
自
治
会
で
あ
る
同
掌
会
は

以
前
、
民
青
系
申
執
に
私
物
化
さ
れ
、

「
告
訴
。
告
発
」
を
推
蓮
す
る
な
ど
、

全
く
の
堕
浩
を
呈
し
て
い
た
が
、
昨
年

十
一
月
二
九
日
の
尿
大
に
お
け
る
最
高

決
議
機
関
で
あ
る
全
学
学
生
大
会
で
、

当
時
の
執
行
邪
を
リ
コ
ー
ル
し
、
現
在

の
同
学
鼓
を
再
廻
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
苅
し
て
、
民
青
系
学
生
は
、

新
同
学
会
を
認
め
ず
、
「
デ
ッ
チ
あ

げ
」
と
し
て
蹉
厨
中
傷
を
く
り
返
し
て

き
た
が
、
昨
年
十
二
月
と
今
回
の
二
度

'

再
建
阿
学
会
の
更
な
る
強
化

へ

の
選
挙
の
成
功
は
、
彼
晋
の
姑
轡
な
敵

対
に
幻
し
て
最
終
的
な
鉱
櫨
を
下
し
た

も
の
と
な
っ
た
。

今
度
の
選
挙
に
あ
た
っ
て
、
立
候
補

者
}
同
は
「帝
国
主
義
の
搾
取
と
収
奪

差
別
分
断
支
配
と
闘
う
べ
く
再
建
さ
れ

た
同
学
会
の
更
な
る
強
化
を
め
ざ
し

て
」
と
題
し
て
以
ト
の
よ
う
な
立
候
捕

宣
暫
を
発
表
し
た
。
「再
建
同
学
会
の

任
務
は
各
地
に
敢
在
し
孤
立
さ
せ
ら
れ

て
い
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
闘
い
の
溶
鉱

炉
と
し
て
あ
り
、
そ
し
て
豊
力
で
あ
り

つ
つ
も
今
ひ
と
つ
個
別
性
か
ら
抜
け
切

れ
な
い
『
闘
い
』
と
『闘
い
』
を
結
合

し
、
政
胎
的
ト
ー
タ
リ
テ
ィ
を
獲
得
せ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
3
・
24
蓮
別

分
断
生
盾
破
壊
と
闘
う
労
掌
交
流
集

会
、
そ
し
て
5
・
1
ぜ
ケ
崎
メ
ー
デ
ー

と
し
て
表
現
し
た
再
建
向
掌
会
の
方
同

を
断
固
と
し
て
竪
持
し
、
同
学
会
を
さ

ら
に
強
化
し
よ
う
で
は
な
い
か
/
」

ま
た
同
学
会
理
挙
管
理
委
員
会
は

「
京
大
同
学
会
は
、
同
志
社
大
学
学
友

会
な
ど
多
く
の
京
都
の
自
治
会
の
先
頭

に
た
っ
て
、
首
都
国
会
に
向
け
た
闘
い

に
決
起
し
、
全
人
民
の
闘
い
と
強
く
紬

合
し
て
い
っ
た
。
大
学
は
本
来
人
民
の

利
益
を
擁
農
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
べ

き
で
あ
り
、
そ
う
意
昧
に
お
い
て
も
同

学
会
は
、
さ
ら
に
人
民
と
密
接
に
結
合

し
、
人
民
の
闘
い
に
通
帯
し
て
ゆ
く
使

命
を
負
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
同
学

会
は
、
櫓
力
-
大
掌
当
局
の
弾
圧
に
一

切
屈
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
不
断
に
再

生
産
さ
れ
る
学
生
の
諸
矛
盾
、
人
民
の

諸
矛
眉
に
翼
剣
に
応
え
、
翼
に
確
立
さ

れ
た
学
生
の
自
治
を
守
り
抜
い
て
ゆ
か

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
全
学
生
に

投
票
を
呼
び
か
け
た
。

開
票
は
二
〇
日
「
時
半
よ
り
公
開
で

行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
令
蝋
が
偲
任
さ

れ
た
。
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

在
籍
総
数

休
年
者
数

有
椎
者
数

定
足
数

投
票
総
数

一
括
信
任

}
括
不
僧
任

個
別
』
・
不
信
任

=

ゐ
三
七

七
九=

四
五
八

三
八
二
〇

三
九
三
二

三
二
三
二

二
三
八七

〇

白
票
(保
留
。乗
権
を
含
む
)
三
六

七無
効
(持
ち
用
り
を
禽
む
)

二
五

学
鄙
別
投
興
故

文
学
都
三
五
七

経
済
挙
恥
二
四
「

法
掌
部
一九
七

教
脅
掌
部
四
「

医
学
部
(召
護
、p
杖
・
衛
生
検
査
技

師
学
校
を
含
む
)

二
九
五

理
算
都

二
四
八

嚢
学
部
三
七
二

工
学
部
八
八
七

薬
学
部

五
五

教
養
部

=
三
九

以
上
の
結
果
、
投
票
総
数
三
九
三
二

と
な
り
、
同
学
会
選
は
成
立
し
た
。

な
お
引
き
続
い
て
各
学
部
か
り
の
代

議
員
越
出
が
薩
行
し
て
お
り
、
七
月
初

旬
に
は
代
晟
員
会
が
開
か
れ
、
新
た

な
執
行
部
が
確
立
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。

五
学騨
魏
講
響

七
三
年
削
期
自
治
委
選
は
、
現
在
雌

行
甲
の
理
学
部
、
工
学
鄙
、
教
養
鄙
、

な
ら
ひ
に
再
選
挙
中
の
医
凄
部
を
除
い

て
谷
ギ
恥
で
、
そ
の
結
果
が
判
明
し

た
。

今
回
の
聾
挙
は
、
筑
汲
犬
学
法
案
を

始
め
と
し
た
、
権
力
の
大
字
管
理
取
撃

に
対
し
て
、
各
学
部
で
闘
い
を
い
か
に

構
築
す
る
か
と
い
う
斑
大
な
課
題
を
担

っ
て
い
た
。
ま
た
、
七
月
三
日
に
開
か

れ
る
同
学
会
代
議
員
会
に
も
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
⇔
た
け
に
、
多
く
の
学

生
の
関
心
を
集
め
て
い
た
。

ま
ず
文
学
都
で
は
、
文
学
部
闘
争
委

員
会
(L
闘
)
推
購
候
楠
が
二
十
一
人

当
選
に
対
し
、
文
学
部
「全
掌
避
」
連

絡
A薩
閣
(L
「
全
」
運
-
民
胃
系
)
推

薦
候
禰
当
選
四
人
と
圧
倒
的
に
L
闘
推

薦
候
禰
が
勝
利
し
た
。
こ
の
結
果
勢
何

部
を
確
立
し
委
員
長
に
L
闘
の
上
田
君

を
醒
出
し
た
。

経
済
学
部
で
は
、
経
済
掌
部
闘
争
委

員
会
(E
闘
)
推
薦
候
補
、
経
済
学
部

「全
学
遮
」
煙
絡
会
議
推
薦
侯
楠
に
そ

れ
ぞ
れ
二
五
八
票
、
一
五
三
票
の
投
票

が
あ
り
、
そ
の
瓶
果
執
行
部
を
碓
立

し
、
委
員
長
に
L
闘
の
武
田
君
を
選
出

し
た
.
(農
掌
部
で
も
闘
争
委
系
執
行

部
を
確
立
し
た
。
詳
細
は
次
号
)

民
骨
系
掌
生
の
勢
力
の
強
い
法
掌
部

で
は
、
彼
等
が
自
治
委
員
会
を
私
物
化

し
て
お
り
、
今
後
も
法
学
部
自
治
会
執

行
部
を
潜
杯
す
る
も
よ
う
で
あ
る
。

教
育
学
部
で
は
、
教
育
学
部
教
育
研

究
会

(
P
教
育
研
)
推
薦
候
補
が
五

人
、
敦
育
学
部
民
主
化
笑
連

(R
民
笑

連
-
民
青
系
)
が
四
人
当
選
し
た
。
そ

し
て
・
・
執
行
鄙
を
碓
巧
レ
・
P
教
育

研
の
酋
井
君
を
委
員
畏
に
選
出
し
た
。

薬
掌
部
で
は
、
前
執
行
鄙
推
照
候
補

が
八
人
当
選
し
た
の
に
対
し
、
民
商
系

候
補
が
十
二
人
当
選
し
、
新
た
に
民
骨

果
執
行
那
が
組
繊
さ
れ
た
。

工
掌
鄙
は
現
在
開
票
中
で
あ
る
が
、

今
ま
で
の
所
、
工
学
部
戦
線

(T
戦

線
)
推
罵
候
楠
当
選
首
十
八
に
対
し
、

民
青
系
前
執
行
部
推
薦
候
禰
の
当
選
脊

は
二
〇
名
削
後
で
あ
る
。

ま
た
医
享
部
で
は
、
六
月
初
旬
に
行

な
わ
れ
た
選
挙
嬰
民
背
系
自
治
会
執
行

票

笠

し
集

、
+
吾

の
学
笑

会
で
彼
ら
は
り
費
ー
ル
さ
れ
、
六
月
下

へ

旬
再
選
李
に
な
っ
た
。
予
想
と
し
て

は
、
今
度
の
輝
李
で
は
医
宇
部
闘
争
委

員
会
(M
闘
)
犠
薦
候
補
が
勝
利
す
る

で
あ
ろ
う
と
忠
わ
れ
る
。

理
学
郡
は
{ハ
骨
下
旬
に
開
票
さ
れ
る

が
、
班
在
理
葺
働
共
闘
会
磁

(S
共

闘
)
推
薦
候
紅
と
前
執
行
鄙

(民
膏

系
)
推
薦
候
補
の
聞
で
激
戦
が
続
い
て

い
る
。

教
養
都
は
十
九
日
か
ら
選
孕
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
爵
治
委
員
長
と
し
て
、

二
回
生
法
学
部
四
組
の
堀
井
君
が
、
ま

た
副
委
貝
長
候
捕
と
し
て
、
一
回
生
理

学
部
二
組
の
本
田
君
が
、
共
に
教
渥
鄙

ス
ト
ラ
イ
ヰ
実
行
委
(
C
ス
ト
笑
)
の

推
薦
を
愛
け
て
立
候
桶
し
て
い
る
。

教
複
部
で
は
、
昨
年
11
・
10
代
議
員

大
会
で
臨
時
執
行
部
が
確
文
さ
れ
た

が
、
民
青
系
前
執
行
部
が
未
だ
に
「
教

養
鄙
自
治
会
常
任
委
」
を
償
称
す
る
な

ど
し
て
、
特
に
新
「
回
生
の
間
で
一
定

程
度
の
混
乱
が
続
い
て
い
る
が
、
上
記

二
候
禰
は
「侵
距
・
反
動
・
抑
圧
・
差

別
・
分
断
と
闘
う
車
命
的
教
養
部
自
治

会
再
建
に
向
け
て
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
に
又
候
桶
箪
暦
を
発
表
し
、

圧
倒
的
な
投
票
を
呼
ぴ
か
け
て
い
る
。

6・23

戦
闘
的
労
働
運
動
め
ざ
し

京
都
御
池
河
原
に
三
百
名

六
月
二
十
三
日
、
こ
の
バ
十
年
安
保

が
発
勤
さ
れ
B
年
目
の
日
、
日
米
響

国
主
義
の
七
〇
年
代
戦
略
の
下
に
生
み

直
さ
れ
再
綿
さ
れ
た
七
〇
年
宏
保
に
対

す
る
闘
い
が
、
京
都
に
お
い
て
は
、
沖

縄
返
還
粉
砕
泉
都
労
働
者
実
行
委
、
社

青
同
・
全
宇
連
(北
条
委
員
長
V
・
反

帝
高
評
、
べ
平
連
等
の
集
会
が
、
i
御

池
河
原
で
全
体
で
、
約
三
百
人
の
労
働

者
、
学
生
、
高
校
生
、
市
民
が
績
築
ず

る
中
で
、
闘
わ
れ
た
。

沖
縄
返
還
粉
砕
労
働
言
実
行
委
主
催

の
く
反
安
保
政
府
打
倒
泉
都
労
働
者
決

起
集
会
V
に
は
、
市
役
所
反
戦
、
水
遭

労
研
、
京
郡
霧
寓搬
維
大
掌
春
闘
行
動

委
、
級
維
労
研
の
労
働
者
約
五
十
名
が

絶
集
し
、
京
都
に
お
け
る
戦
闘
的
階
級

的
労
働
運
動
を
損
う
部
隊
と
じ
て
、
社

共
「人
民
戦
線
」
派
の
労
働
運
動
の
ワ

ク
を
炎
き
破
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
圏

安
保
を
粉
砕
し
、
田
中
目
民
党
政
府
を

打
渕
し
て
闘
う
こ
と
を
碓
認
し
た
。

ま
た
、
労
働
番
と
し
て
、
早
大
解
放
闘

争
に
連
帯
し
、
宗
派
根
絶
の
闘
い
を
断

呼
と
し
て
貫
徹
せ
ん
と
す
る
こ
と
が
提

起
さ
れ
た
。

社
麿
同
・
全
掌
癌

(北
条
委
員
畏
)

・
反
帝
高
許
の
全
関
西
総
沃
起
樂
会
に

は
籾
四
十
名
の
労
・
学
・
高
が
結
集
し

た
。ま

ず
、
社
青
同
京
都
地
本
か
ら
、
六

月
闘
争
の
反
安
保
-
政
府
打
倒
闘
争
の

課
題
を
「
田
中
自
民
賞
政
府
の
列
島
改

造
と
四
次
防
を
軸
と
し
た
反
車
命
社
会

再
編
と
国
民
統
合
と
を
粉
砕
し
て
い
く

た
め
に
、
第
一
に
今
国
会
に
上
呈
さ
れ

て
い
る

閃防
衛
二
法
』
『
出
入
国
法

案
』
『
教
育
三
法
』
を
粉
砕
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
、
第
二
に
、
そ
の
闘
い
を

反
安
保
1
政
府
打
倒
と
し
て
闘
い
抜
き

労
働
者
政
府
を
樹
立
し
て
い
く
こ
と
、

第
三
に
、
政
府
の
反
車
命
田
灯
外
対
内

活
動
に
協
力
せ
ん
と
し
⊂
4
み
出
さ
れ

て
い
る
帝
国
主
護
労
働
運
動

(労
働
戦

隷
の
右
翼
的
統
一
)
と
帝
国
主
錫
社
民

の
形
成
(野
党
再
編
)
を
下
か
ら
の
大

衆
運
勤
を
も
っ
て
粉
砕
し
て
ゆ
く
こ

と
」
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。

更
に
、
全
学
連
(北
条
委
員
長
)
関

西
プ
ロ
ノ
ク
か
は
ら
、
首
都
圏
反
帝
学

評
連
含
の
同
志
を
甲
軸
と
し
、
早
大
全

学
行
動
委
運
合
(準
)
を
甲
心
と
す
る

早
大
学
生
大
衆
と
導
㌣
し
つ
つ
闘
わ
れ

て
い
る
、
早
大
解
放
、
宗
派
・
革
マ
ル

根
絶
の
闘
い
の
報
色
と
、
日
本
掌
生
運

動
の
階
級
的
統
一
と
単
命
的
飛
躍
へ
向

け
た
闘
い
の
決
憲
表
明
が
な
さ
れ
た
。

御
池
測
原
の
集
会
は
、
総
体
と
し
て

八
時
頃
終
わ
り
、
三
条
河
際
町
-
四
条

河
原
町
i
円
山
公
園
ま
で
の
デ
モ
・
コ

ー
ス
を
、
終
始
戦
闘
的
に
貫
徹
し
、
ラ

ジ
オ
塔
ま
え
で
各
々
総
播
集
会
を
も
っ

て
、
こ
の
日
の
闘
争
を
お
え
た
。

・22

 

6

春
闘
の
成
果
を

政
府
打
倒

へ

六
月
二
二
日
、
午
後
六
時
か
ら
、
京

都
の
市
役
所
前
で
、
6
・
22
実
行
委
の

主
催
(呼
び
か
け
全
週
、
全
璽
通
、
京

水
労
青
年
婦
人
部
共
闘
)
で
、
「
6
・

22
反
安
保
-
政
府
打
倒
京
都
青
年
労
働

者
決
起
集
会
」
が
、
東
都
工
繊
大
職
組

膏
年
部
、
市
役
所
.
府
庁
異
行
委
な
ど

の
胃
ヘ
ル
、
茶
ヘ
ル
を
か
ぶ
っ
た
労
組

青
年
郡
、
青
年
労
働
者
、
労
学
共
闘
を

遣
求
し
て
連
帯
決
起
し
た
プ
ロ
航
派
の

学
生
、
高
校
生
な
ど
、
約
五
魯
人
が
結

集
し
て
開
か
れ
た
。

集
会
は
、
京
都
工
繊
大
職
粗
膏
年
部

の
司
会
か
ら
の
あ
い
さ
つ
で
開
始
さ

れ
、
最
初
に
、
社
会
党
青
対
部
畏
か
ら

の
遠
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
。

続
い
て
、
部
落
解
放
同
盟
京
都
府
運

(中
野
孫
四
郎
委
員
長
)
か
ら
の
「六

月
十
七
日
、
右
翼
融
和
主
義
者
を
粉
砕

し
て
臨
時
京
都
府
連
大
会
を
大
成
功
で

勝
ち
と
り
、
狭
山
差
別
裁
判
な
ど
の
蓋

別
糾
弾
闘
争
に
勝
利
し
、
完
全
解
放
を

実
現
し
て
ゆ
く
た
め
の
闘
い
を
、
部
落

の
解
放
な
く
し
て
労
働
者
の
解
放
な

し
、
労
働
者
の
解
放
な
く
し
て
鄙
落
の

6・15闘 争に結集 した全蘭西の労働者 ・学生(大 阪 ・うつぼ公園)

解
放
は
な
い
も
の
と
し
て
共
に
闘
い
抜

く
」
と
ア
ビ
ー
ル
が
司
会
か
ら
紹
介
さ

れ
圧
倒
的
な
拍
手
が
産
ら
れ
た
。

国
会
議
員
団
か
ら
の
祝
罐
の
披
罵
の

あ
と
、
基
調
報
告
が
全
寛
通
青
年
会
議

か
ら
提
起
さ
れ
た
。

新古 ・カメラ在直 ・豊冒

カメラ買取 ・交拠 。金融 。歓迎
り

キ ネ ヤ カ メ ラ 店

TEL書(221)4153京部三条大橋西詰

報
告
は
「現
在
の
、
四
次
防
・
自
衛

隊
の
沖
縄
派
兵
、
核
空
母
ミ
ノ
ド
ゥ
ェ

ー
横
須
賀
空
港
化
、
能
勢
ナ
イ
キ
基
地

設
壁
な
ど
の
攻
駐
に
対
す
る
反
軍
反
基

鮭
・反
安
保
闘
争
を
今
春
闘
を
ゼ
不
ス

ト
で
闘
い
孜
い
た
労
働
者
の
政
治
的
決

起
の
力
で
、
政
府
打
倒
に
向
け
て
闘
い

抜
く
。
そ
し
て
、
反
合
闘
争
を
敏
瞳
し

て
闘
い
抜
き
、
処
分
攻
服
を
粉
砕
し
て

景
高
裁
4
・
25
判
決
を
糾
弾
し
公
務
員

の
ス
ト
擢
奪
還
を
勝
ち
と
っ
て
ゆ
く
。

そ
の
中
で
現
在
の
労
働
戦
線
箸

翼
的

 帝
国
主
義
町
続
一
を
阻
止
す
る
」
と

な
さ
れ
、
全
体
の
拍
手
で
礪
認
さ
れ

た
.そ

の
俊
、
結
築
し
た
全
逓
、
京
水
道

各
胃
年
部
、
市
役
所
・
府
庁
の
各
6
・

22
実
行
委
、
工
緻
大
職
組
・
八
幡
町
職

各
胃
年
部
か
ら
の
運
帯
と
決
意
の
麦
明

の
発
葛
を
受
け
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
拍

手
で
確
認
し
、
ン
ユ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
・

イ
ン
タ
ー
を
も
っ
て
集
会
を
終
り
、
円

山
公
園
ラ
ノ
オ
塔
前
ま
で
の
戦
闘
的
な

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し

た
。

{輿

璽

【
獄
十
ケ
年
桝
弾
闘
争
の
記
事
中
に
闘

ロ

奮

が
あ
り
ま
超

左
記
の
様
㎜

一
に
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
関
係
猪

輔

餉
氏
並
び
に
読
者
諾
兄
姉
に
お
詫
び

U

ま
す
.

{

鱒

①
「杉
本
青
年
部
長
」
↓

「辻
一

.
奢

年
肇

篤

長
」

}噌

②
「上
野
中
央
委
員
(県
連
書

一
記
長
)
」
↓

「上
野
県
連
訊
行
委

員
」

「

③
「全
国
同
相
教
育
推
峰
婁
を

代
表
し
て
川
ロ
氏
隔
↓
「全
国
同
.

和
教
育
研
究
会
を
代
表
し
て
西
口

氏
」

'

評論社

須田禎一一 一一一=

新 聞 月 評1972
第一線記者として活躍してきた著者が㍉ニュ
ースの一つ一つを綿密に分析。 略いかに真実
を読みとるかリへの指針を脈B鱒ogo

●東洋人の行勘と思縁●(7)働2魯}

曹 操 一その行動と文学_
竹田 晃 著 四六物/¥690
政冶家であり詩人でもあった曹操の複麓な
個性のなかから、 真の曹操像を探り出す.

●日本女性史(6)笠 原一男編(全7巻)

近代女性の
栄光と悲劇 茜購 協
近代日本の匪虫という鰹更の波の中で、開
放への遭を歩き始めた 女性たちの蚕を揃く

r

曜

数
年
前
、
タ
バ

國
コ
愛
用
者
の
発
ガ

ン
率
、
ガ
ン
死
亡

寧
の
高
さ
が
問
題

に
な
っ
た
と
さ
、

ほ
と
御と
の
喫
陛
家
は
タ
バ
コ
を
や

め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
「
今
日

も
兀
気
だ
、
タ
バ
コ
が
う
ま
い
」
と

い
つ
帯
ヤ
ノ
チ
フ
レ
ー
ズ
ほ
ど
、
喫

煙
家
の
心
乞
飯
規
し
た
も
の
は
な
か

っ
た
と
い
っ
て
い
い
。
「タ
バ
コ
が

そ
ん
な
に
直
な
ら
、
き
っ
と
風
歯
に

な
ら
獄
く
て
い
い
、
だ
か
ら
放
う
」

と
い
う
非
耕
写
的
な
確
儲
。
「
タ
バ

コ
が
吸
λ
る
は
ど
に
健
康
な
の
は
紬

構
な
こ
と
だ
、
だ
か
ら
吸
う
」
と
い

う
宗
教
剛
帰
依
。
「
な
に
T
年
も
す
一

れ
は
ガ
ン
な
ど
克
版
さ
れ
て
い
る

さ
、
だ
か
b
敗
つ
」
と
い
う
榮
観
▼

だ
か
ら
尊
処
公
社
乞
恨
む
人
は
い
な

か
っ
た
し
、
「健
織
の
た
め
、
吸
い

す
ぎ
に
辻
恵
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

言
業
に
動
摺
す
る
人
も
な
い
。
日
和

見
主
鎚
者
が
チ
ェ
リ
ー
や
セ
プ
ン
ス

タ
ー
に
の
り
か
え
た
け
れ
ど
も
。
そ

こ
に
は
、
タ
バ
コ
な
ん
て
人
聞
の
歴

史
と
と
も
に
あ
る
も
の
だ
、
多
少
寿

命
が
縮
ん
で
も
、
俺
は
俺
の
王
体
的

決
断
に
お
い
て
吸
つ
か
ら
構
わ
な
い

で
く
れ
、
と
い
う
弧
独
な
決
意
が
あ

っ
に
▼
考
冗
て
み
れ
は
、
ニ
コ
チ
ン

や
サ
ノ
カ
リ
ン
や
チ
ク
ロ
が
新
聞
で

た
た
か
れ
て
い
る
間
は
、
僕
達
の

∂精
掃
印
食
士
活
を
は
健
康
だ
っ

た
.
い
ま
、
僕
溢
の
食
べ
物
は
、
も

は
や
杷
対
則
に
乃
染
さ
れ
て
い
る
b
}

し
い
。
「
チ
ク
ロ
を
八
れ
な
い
コ
カ

㎜一

。
コ
ー
フ
な
ん
て
」
と
几
談
を
い
っ

て
い
に
町
は
団
ご
て
、
「
今
日
の
ト

譲
簿
碑
瓢
蘇
錘

か
け
っ
こ
つ
」
と
か
、
臼
け
ざ
っ
た

索
便
た
る
心
で
食
事
を
す
る
時
へ
が

き
た
。
「
い
っ
た
い
日
本
は
ど
う
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
」
と
い
う
慨
嘆

や
「く
さ
い
そ
、
く
さ
い
そ
。
く
さ

い
臭
い
は
兀
か
う
断
た
な
き
ゃ
ダ
メ

ノ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
の
だ
▼
哲
国
主
義
工

場
制
畏
は
、
逐
に
患
魔
的
な
破
壊
作

用
で
す
べ
て
の
人
女
の
上
に
席
捲
し

は
し
め
た
。
農
民
は
謂
根
償
け
た
胃

田
を
か
り
と
b
6
れ
、
漁
民
は
網
に

か
か
っ
た
畔
煎
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
詰

め
⊃
る
。
生
鮭
物
か
ら
の
疎
外
の
極

限
的
な
蜜
が
そ
こ
に
の
る
▼
「生
産

力
が
発
蓮
す
る
に
つ
れ
て
、
現
に
あ

る
苗
関
鎌
の
も
と
C
は
た
だ
害
だ
け

を
ひ
き
お
こ
し
、
も
は
や
生
産
力
で

は
な
く
て
倣
披
力
で
し
か
な
い
生
産

力
と
父
通
子
鮫
が
生
ず
る
段
階
が
到

来
す
る
ー

.℃
し
て
、

社
会
か
ら

ど
ん
な
村
金
も
つ
け
な
い
一
階
級
、

;
他
の
す
べ
て
の
陪
級
へ
、
徹
頭
徹

尾
対
立
せ
ざ
る
を
粍
な
い
階
級
が
生

ず
る
」

(ド
イ
ソ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
)
▼
エ
ン
ケ
ル
ス
が
想
翫
し
た
砥

震
力
は
だ
が
し
か
し
、
機
械
装
置
と

貨
幣
で
あ
っ
て
、
ま
さ
か
工
窃
制
度

の
運
展
が
今
日
ひ
と
び
と
の
嵐
面
す

る
學
賑
に
ま
で
主
ろ
う
と
ほ
、
予
測

し
て
い
な
い
。
ひ
と
つ
の
生
産
鰭
関

係
が
、
明
ら
か
に
く
る
と
こ
ま
で
き

て
い
る
の
だ
。

(S
) 

'

あ
な
た

ム
ロ

の
格
体
合
《
己

屠

匂

昌
=
口

を
募
集
し
ま
す

本
年
度
、
本
字
に
入
学
さ
れ
た
方
で
貴

重
な
受
験
体
験
を
.
こ
れ
か
ら
受
験
す
る

高
校
生
や
浪
人
中
の
人
た
ち
に
発
表
し
た

い
と
、
思
う
方
は
下
記
宛
に
お
葉
書
を
下

さ
い
。
応
募
規
定
を
お
送
り
し
ま
す
。

薪

合
格
体
験
記
」
と
し
て
刊
行
い
た
し
ま
究

宛先 東京都新宿区赤城下町42番地

㈱ 秋 元書 房 編 集 部
醐0758鰯9〒162

h 
円京都大学新聞(需 、。

最
近
の
紙
面

か
ら

巳
統
旧
機
構
の
再
編
と
合
蜂
化

玉
順
洋
次

口
連
載
小
説

ジ
ヴ
ァ
ゴ
物
西

口
〈
入
讐
体
制
〉
の
解
体
に
む
け
て

口
鰍
、〒
魂
え
あ
が
る
霊
時
労
働
者
の
闘
い

□
反
弾
田
レ
本
ー
ト

反
革
館
包
囲
網
を
引
ち
販
れ

×
え
期
購

へ
の
わ
申
し
込
み
は
、
現
金
書
冨
ま
た
よ

蜀
伊
舐
曽

(
蓼
掃
三
刀
〇
九
)
に
て
わ
願
い
し
ま
す
!

ー
現
在
連
載
中
ー

京

都
大
学

新
聞

社

一臨 馨鵠講 鞭
難

　ロ 　 も

1.DOO円

1.800円 犀
コ

2,600円8
ロ

3.径 ゆ円 響
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ズ各
ら'学

培B
鹸

噸

ム ちも ヤ

∫学
∫∫

も

て"

、

生
大
レム眠

,

■■■圃

六
月
闘
争
の
頂
点
で
あ
る
六
・
一
五
-
二
一.を
前
に
、
本
学
各
學
部
で
は
掌
生
大
会
が
開
催
さ
れ
た
.

経
済
掌
部
で
流
会
し
た
め
を
除
い
て
、
医
・
教
膏
・
文
・
理

農
掌
部
で
は
、
全
掌
闘
争
委
員
会
運
合
に

結
集
す
る
藷

争
委
の
議
案
が
可
決
さ
れ
、
ス
ト
体
制
・首
都
派
遺
を
含
め
た
闘
争
体
制
が
確
立
さ
れ
た
.

と
り
わ
け
、
今
学
人
は
、
今
期
改
選
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
新
執
行
部
の
帽
任
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
ま

た
政
府
自
民
党
に
よ
る
反
人
民
的
諸
▽
法
に
対
す
る
闘
い
の
方
針
を
め
ぐ
っ
て
日
共
・人
民
戦
線
派
と
の

対
決
の
内
容
が
譲

と
な
っ
て
い
た
が
、
微
者
に
お
い
て
は
未
だ
解
明
に
出
し
得
て
い
な
い
よ
う
に
恩
わ

 れ
る
。圏

防
衛
医
大
設
置
阻
止
へ

医
闘
提
案
を
大
差
で
可
決

六
月
十
四
日
、
医
学
部
学
盤
大
会
が

開
催
さ
れ
、
学
生
総
数
の
過
半
数
を
上

回
る
三
百
余
名
の
網
集
の
も
と
に
、
筑

波
・
入
管
・
防
衛
二
法
塵

○

な
ど
反
動
諮
立
法
粉
砕
、
妥
保
粉
砕
な

ど
を
軸
と
し
た
医
学
部
闇
畠
萎

(M

闘
)
提
案
が
圧
倒
的
に
可
決
さ
れ
た
。

同
時
に
、
今
期
改
選
に
よ
り
成
立
し
た

医
学
郡
自
治
会
執
行
委
(M
自
執
行
委

開
民
青
系
)
提
案
を
圧
倒
的
に
否
決
す

る
と
と
も
に
、
有
志
の
縮
繁
に
よ
る
「

執
行
部
罷
免
、
自
治
委
員
会
解
散
、

再
選
挙
」
の
決
議
が
圧
倒
的
に
可
決
さ

れ
、
自
治
委
員
会
の
再
選
嵐
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

医
学
部
で
は
七
三
年
前
期
の
自
治
委

員
選
挙
に
お
い
て
、
医
堂
蔀
民
主
化
推

蓮
萎

(M
民
描
蚕
-ー
民
轡累
)
が
十
一

灯
九
で
多
数
派
と
な
り
、
医
学
耶
闘
争

委
に
か
わ
り
執
行
委
を
形
成
し
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
M
民
推
粂
は
、
イ

ン
タ
ー
ン
闘
争
か
ら
匿
盈
肝
体
闘
笑

新
病
裸
移
転
阻
止
闘
争
を
闘
い
抜
謬

い

学
遼
講
[、精
医
鍛
鰯
毒

担
い
ぬ
い
て
き
た
医
学
部
自
治
会
(M

自
)
運
動
の
成
果
を
認
め
ず
、
「
反
風

力
串
ヤ
ン
ベ
ー
ン
」
に
終
始
す
る
な

ど
、
医
学
生
運
動
の
方
向
を
胆
ら
か
に

し
え
ず
、
今
後
の
M
自
逗
勤
の
一
定
め

甕

が
予
糞

て
い
苓

に突入

 

ト筑波法阻止ヘ ス

理共闘が勝利す

今
学
生
大
会
を
め
ぐ
っ
て
も
、
M
自

執
行
委
は
、
M
闘
の
提
起
に
よ
る
b
・

耳
掌
生
大
会
更
求
の
二
百
余
名
燭
名
を

掻
り
つ
ぶ
七
っ
と
し
、
夏
求
蟹
名
が
学

生
の
過
半
塾整
篁
響
八る
p一百
余
名
に
遣

す
る
の
を
見
、
あ
わ
て
て
学
生
大
会
開

催
を
告
示
す
る
と
い
う
、
自
冶
会
の
私

物
化
策
動
を
行
な
っ
て
い
た
。

学
生
大
会
は
今
後
の
M
自
の
乃
向
を

決
す
る
童
要
な
場
と
な
り
、
定
足
数
}

八
〇
を
圧
倒
的
に
魑
え
る
㌃
百
十
二
名

の
緬
集
の
も
と
に
、
熱
気
を
は
ら
み
つ

つ
進
行
し
た
。
M
闘
は
「
日
帝
-
田
中

政
府
の
反
動
・
抑
圧
ー
差
別
分
断
攻
畢

と
し
て
あ
る
反
動
藷
立
法
粉
砕
ー
」

「
日
米
安
保
同
盟
の
再
網
強
化
-
沖
縄

の
慢
隈
前
線
基
地
化
粉
砕
1
」
「防
衛

医
大
設
置
阻
止
ー

防
暫

湿
粉
砕
ー

七

二
部
隊
の
再
来
を
許
す
な
ー

敦
授
会
は
反
対
・
非
協
力
声
明
を
出
せ

ー
」
を
工
要
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

行
動
提
起
と
し
て
6

朽
、
16
、
23
医

学
部
ス
ト
、
6
・
怖
魯
都
国
会
包
囲
デ

モ
、
6
・
6
防
衛
医
大
設
齪
阻
止
全
国

市
民
築
会
、
6
・
17
所
沢
現
地
闘
頓
な

ど
を
提
起
し
た
、
と
り
わ
け
、
防
衛
医

大
設
量
阻
止
闘
箏
を
第
二
次
大
戦
申
の

関
蝋
軍
b
}二
部
隊
(中
国
に
お
い
て

四
千
人
の
中
国
人
、
ロ
ン
ア
人
を
梗
い

人
体
実
験
、
細
菌
兵
器
開
発
な
ど
を
行

の
闘
争
を
栂
築
す
る
た
め
に
」
と
い
う

開
催
趣
旨
説
明
の
後
、
S
共
闘
、
S
自

執
に
よ
る
脳
案
轡
捷
出
趣
旨
説
明
に
移

う
て
い
った
。

S
共
闘
の
躍
桀
書
は
「
全
国
4
生
の

総
力
で
筑
覆
大
4
法
案
を
扮
砕
せ
よ
/

筑
凝
大
掌
法
ー
中
敦
審
路
線
粉
砕
/

先
取
り
笑
貿
作
阻
止
ー
」
を
メ
イ
ン
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
ぐ
、
以
ド
「
出
入
国

法
案
粉
砕
/
入
官
体
制
解
体
/
・
日
米

反
車
命
固
盟
1
安
保
粉
砕
/
防
衡
二
法

粉
砕
/
・小
選
華
区
制
制
定
東
動
粉
砕

/
.
}里
塚
t
魁
囲
池
阻
止
/
。
狭
山

箆
別
戴
刊
取
り
消
し
/
・
同
掌
会
・
S

自
澱
に
勝
利
せ
よ
/
」
を
か
か
げ
、
6

.
11
～
」
の
ス
ト
フ
イ
キ
を
付
動
提
起

と
し
て
設
定
し
た
.
τ
し
て
、
以
上
の

議
案
僑
捷
出
の
背
景
と
し
て
玖
の
よ
つ

な
趣
旨
説
明
が
な
さ
れ
た
。
「
今
や
米

帝
の
世
界
支
配
は
内
外
か
ら
揺
さ
ぶ
ら

れ
、
極
果
に
お
い
て
は
、
縢
内
諸
矛
盾

を
ア
ジ
ア
進
出
に
よ
っ
て
し
か
解
決
し

得
な
く
な
っ
た
日
米
帝
が
そ
の
反
革
命

的
役
割
を
強
め
て
い
る
。
そ
の
メ
ル
ク

マ
ー
ル
と
し
て
、
沖
編
返
還
ー
軍
事
基

地
化
が
あ
り
、
防
衛
二
法
案
改
定
、
防

衛
医
大
設
臓
等
は
ζ
つ
し
た
尉
線
の
一

潔
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
筑
波
大
学

法
集
制
定
策
動
は
、
教
脅
に
お
け
る
国

内
再
編
の
饗
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
日

帝
の
;
つ
し
た
策
勤
を
、
全
国
学
友
の

力
で
粉
砕
す
る
と
と
も
に
、
竹
本
処
分

等
に
見
ら
れ
る
京
大
に
お
け
る
甲
教
審

路
線
先
取
り
契
賀
化
を
阻
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ノ
」

こ
れ
に
対
し
て
、
S
自
執
は
「
小
選

雛
区
制
の
今
国
会
会
期
中
提
出
を
阻
止

し
た
統
「
の
カ
で
『
筑
波
法
案
』
麗
棄

に
遍
い
込
も
う
/
・
理
掌
部
協
議
会
は

`

ム

し

レ

7

劉

,

縛鴨urM酬""臨 障「榊 ■附1,剛謝 旨川鵬 鯉

 

な
っ
た
)
を
は
し
め
と
す
る
戦
争
責
任

の
視
点
か
ら
堀
り
お
こ
し
、
日
本
学
術

会
議
第
七
部
会
漉
及
闘
争
か
ら
東
大
医

掌
郡
の
戦
争
責
任
遮
及
、
防
衛
医
大
へ

レG聰 ■ 圏■
7

勝
利マ

,短

の
反
対
、
奔
協
力
声
明
の
獲
得
を
提
起

し
た
。

採
決
の
糖
果
、
M
魎
提
案
が
二
百
名

を
上
ま
わ
る
圧
倒
的
多
政
の
賛
塵
で
可

決
さ
れ
、
M
自
執
行
部
の
提
案
は
わ
ず

か
百
名
の
賛
成
し
か
得
り
れ
ず
否
決
さ

れ
た
。

採
決
緬
巣
は
次
の
還
り
。

定
足
数
励

出
席
数
躍

過
半
数
塒

図
闘
案

賛
蹴

反
9D

保
14

M
自
執
案

賛
睨

反
隅

保
15

採
決
終
了
後
、
執
行
部
提
案
の
大
差

に
よ
る
査
決
と
い
つ
事
態
を
め
ぐ
り
、

M
自
委
員
長
ら
の
買
任
と
今
後
の
自
冶

会
運
営
に
つ
い
て
の
見
解
衷
明
を
求
め

る
提
起
が
出
さ
れ
、
多
数
の
学
生
の
文

持
の
も
と
に
、
掌
生
大
会
が
続
行
さ
れ

た
。
し
か
し
、
委
購
長
、
議
長
ら
執
行

部
は
膏
ら
の
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
な

く
議
場
閉
鎖
を
破
っ
て
逃
亡
し
た
。

こ
の
た
め
、
仮
讃
長
の
司
会
の
も
と

に
、
今
後
の
自
治
会
運
醤
を
め
ぐ
る
討

醗
が
展
開
さ
れ
、
学
生
膏
竃
よ
り
「
執

行
部
罷
免
、
自
治
委
員
会
解
敢
、
阿
選

函

挙
」
の
提
案
が
出
さ
れ
、
採
決
の
績
果

費
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
自
治
会
再
建

へ
む
け
、
再
選
華
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

有
志
提
案

賛
㎞

反
35

保
お

(
出
席
数
謝

遺
半
数
照
)

"反

暴

力

ノキ

ャ
ン
ペ

ー

ン

を
粉
砕

-
圏
劇
曲

教
育
学
部
定
例
学
骨
入
会
は
二
†
一

日
剛
か
れ
、
四
十
七
年
度
自
拍
委
員
会

の
多
数
派
を
占
め
て
い
る
教
育
研
究
会

の
自
治
会
運
勤
万
針
が
決
驚
さ
れ
た
。

議
案
書
は
、
教
育
研
と
民
突
連
の
双

方
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
教
育
研
は
昨
研

以
釆
の
闘
い
の
成
果
を
う
け
て
「
京
大

に
お
け
る
蓑
別
分
断
の
強
化
を
許
ξ
ず

中
教
警
略
纏
、
新
大
醤
法
-
筑
波
天
学

法
攻
畢
を
打
ち
破
り
、
政
旧
支
配
強
化

・
生
活
破
壇
を
推
し
産
め
る
国
内
の
帝

国
‡
義
的
再
編
を
粉
砕
し
よ
う
ノ
】
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
霧

げ
て
6
・
23
P

五
月
十
四
臼
、
絢
三
Q
O
名
の
学
生

を
結
集
し
て
理
学
部
学
生
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
今
回
の
学
大
の
中
心
課
題
と

さ
れ
た
の
は
、
今
国
会
に
上
畢
さ
れ
て

い
る
筑
波
大
学
法
実
阻
止
の
闘
い
を
、

辺
髪
帥
に
お
い
て
い
か
に
構
藥
亥
智か

で
あ
っ
た
。

ま
重
開
催
要
求
響
名
を
集
め
た
瑠
学

部
共
闘
会
議
(S
共
閣
)
か
ら
「
何
聯

闘
争
を
擢
巡
す
る
こ
と
の
で
選
ぬ
現
運

掌
部
自
治
会
麟
行
部

(S
自
董
T
民
胃

悉

の
学
大
に
ぎ
り
つ
ぶ
レ
策
動
を
許

さ
ず
、
理
学
部
内
で
筑
岐
大
学
法
粉
砕

六

・

一
五
～

二

三

ヘ
ス
ト
決

起

六
月
十
二
日
、
文
皇
郡
症
夙
学
娃
尺

会
が
、
文
学
部
新
鋸
第
「
購
譜
蜜
で
午

後
一時
か
ら
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
日
の
学
大
は
、
新
し
く
確
立
さ

れ
た
花
年
度
前
期
学
友
会
の
下
で
、
大

ゐ
き
く
は
、
六
月
董
保
粉
砕
闘
争
さ
ら
に

現
在
国
会
に
上
皇
さ
れ
て
い
る
筑
疲
大

学
法
案
出
入
圃
法
案
粉
砕
闘
鮪
、
そ
し

て
京
大
に
お
け
る
、
竹
本
ー
百
村
処
分

策
動
粉
砕
闘
争
の
力
針
を
文
学
部
全
学

生
の
強
固
な
意
瓜
一
致
を
か
ち
と
り
、

闘
い
に
進
融
し
て
い
く
も
の
と
じ
て
も

た
れ
た
。

昨
年
の
、
闘
う
年
尋
の
「告
訴
・
乞

発
」
を
も
っ
て
の
権
力
へ
の
売
り
灘
し

と
い
う
反
階
級
的
策
動
を
行
い
全
与
の

闘
う
学
生
の
圧
倒
的
反
撃
に
よ
っ
て
文

学
部
に
お
け
る
大
衆
運
動
を
一切
展
開

し
な
い
で
来
た
、
文
学
部
「全
掌
趣
」

連
絡
会
罐
(L
「
ム
亡
連
控
民
膏
系
)
よ
う
/

『
筑
改
法
案
』
反
対
画
明
を
出
せ
/
・

[申
教
審
路
線
の
水
先
案
内
-
学
内
暴
力

を
一
耐
し
ょ
っ
/
」
等
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
行
動
撰
起
と
し
て
「
7
・
24
ま
で

の
国
会
傘
期
中
の
ス
ト
榴
」
を
か
か
げ

た
。
し
か
し
、
大
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
抽
歌
的
な
謎
会
主
義
的
「闘
争
」

に
収
約
し
よ
う
と
す
る
彼
等
の
「
方

針
」
は
、
学
生
の
共
醸
を
得
ら
れ
ず
、

そ
の
上
言
共
闘
を
「暴
力
集
団
」
と
し

て
テ
ノ
チ
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

ら
の
利
筈
を
は
か
.つ
つ
と
す
る
彼
簿
の

民
青
系
学
生
は
逃
亡
す

は
、
こ
の
日
も
挙
大
か
ら
逃
亡
し
た
。

ま
た
、
73
隼
度
前
期
第
一
回
自
治
委

員
会
に
お
い
て
、
学
大
へ
の
出
席
を
確

認
し
て
い
た
西
洋
史
孚
科
、
国
史
学
科

の
目
拓
委
員
(民
脅
系
)
も
ま
た
出
席

せ
ず
、
結
築
し
た
単
擁
の
π
り
を
か
っ

て
い
た
。

立
掌
部
学
友
猛
常
ぼ
委
員
会
輝
出
の

露
案
書
は
、
「戦
閣
的
学
竺
運
動
の
全

成
果
を
踏
ま
え
、
筑
鼓
法
案
t
出
入
国

法
案
-
竹
本
処
分
粉
砕
闘
争
を
さ
ら
に

推
進
し
よ
う
/
」
を
メ
イ
ン
・
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
、
行
動
提
起
と
し
て
一6
。

15
～
23
」
ス
ト
で
決
起
し
筑
波
-
人
管

粉
砕
闘
嶺
に
決
起
し
φ
つ
/

7
°
24

ま
で
の
ス
ト
樗
碓
立

(自
治
委
員
会
に

よ
っ
て
発
動
V

6
・
褥
差
別
立
督
配

布
弾
劾
一
周
勾
全
字
交
流
集
会
に
結
集

し
よ
つ
/

6
・
15
負
都
に
総
結
集
し

6

18

軍
塚
築
会
に
車
超

宗
派
的
思
惑
は
、
出
席
者
の
多
く
か
b

照
り
を
あ
び
た
。

一般
討
齢
、
総
括
財
論
の
後
、
採
決

に
入
り
、
以
下
の
よ
つ
に
S
共
闘
の
脳

案
書
が
可
決
さ
れ
、
筑
波
法
案
粉
砕
に

向
け
た
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
に
突
入
し

た
。(

冠
足
改
畑

登
録
数
鎚

出
席
数
窺

過
半
数
掛
)

賛

皮

保

緊

s
共
闘

撤

即

14

8

S
自
執

㎜

属

17

13

六
月
闘
争

へ
強
固
な
隊
列
を

6

・
3

農
学
部
学
生
大
会

筑
波

・
三
里
塚
を
二
大
支
村
に

一ハ月
弓

一日
、
農
学
部
で
掌
告
入
食

が
開
他
さ
れ
、
多
数
の
学
生
が
結
集
す

る
甲
で
、
農
学
部
自
冶
会

(A
自
)
常

任
換
-
農
学
部
闘
箏
套
(A
闘
)
提
案

の
融
案
観
が
圧
酬
的
に
可
決
さ
れ
た
.

A
臼
常
任
委
ー
A
閣
提
桀
の
磯
案

は
、
「
[
百
米
反
革
命
同
盟
-
宏
保

体
制
粉
砕
/
口
出
入
国
法
案
粉
砕
/

出
入
国
営
理
体
制
解
体
/
口
小
選
華

区
制
制
疋
策
動
-
選
拳
制
度
改
笹
粉
砕

/
口
窟
全
総
1
列
島
改
誼
輪
粉
砕
/

「公
」音
粉
砕
/
口
中
教
冨
路
線
ー
新
大

営
法
粉
砕
/
筑
波
法
桑
ー
筑
波
体
制
粉

砕
/
口
護
学
部
全
凶
籔
波
化
阻
止
/
農

掌
部
反
勤
体
制
打
倒
/
黒

期
ス
ト
の

実
践
的
総
括
に
踏
ま
え
、
三
思
塚
闘
争

に
庸
莉
せ
よ
ー
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
、
6
・
15
～
お
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
、

そ
の
間
の
諸
決
起
集
会
お
よ
び
常
任
委

⊥
催
の
連
続
宇
冒
会
を
行
甥
提
起
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
、

そ
し
て
、
農
学
部
闘
争
に
お
け
る
六

月
闘
争
を
「全
人
民
と
の
粘
合
を
展
望

す
る
な
か
で
、
嬰
学
部
全
圃
筑
波
化
阻

止
か
ら
馳
妓
法
爆
砕
、
二
思
塚
闘
箏
を

一入
文
仕
と
し
て
位
置
け
け
ら
れ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
」
と
し
、
竹
ム
処
分
粉

砕
闘
箏
の
中
で
暴
露
し
て
こ
た
よ
う

に
、
京
入
に
お
け
る
甲
敦
笛
路
線
1
新

大
瞥
臥
の
先
行
円
攻
摩
が
す
で
に
開
始

さ
れ
、
農
学
部
に
お
い
て
も
「3
・
了

敦
授
会
決
足
」
を
頂
点
に
し
た
、
農
学

部
の
全
卿
的
筑
汲
化
の
攻
撃
が
策
勤
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
4
月
19
日
の

争
大
で
確
調
さ
れ
た
水
続
的
ス
ト
ラ
イ

キ
体
制
の
強
化
の
中
で
、
学
科
未
端
か

ら
の
闘
い
か
ら
こ
の
攻
撃
を
根
底
的
に

粉
砕
し
て
ゆ
く
こ
と
、
さ
ら
に
、
農
学

圃

し
よ
つ
/

6
・
℃
女
保
粉
砕
ー
出
人

国
法
糠
砕
全
関
西
集
会
に
結
集
し
よ
つ

/
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
学
友
会
常
任
委
の
捷
案
趣
旨

脱
明
、
会
計
か
ら
の
72
q
度
後
期
の
会

計
報
告
と
掌
及
会
貴
納
入
の
ア
ビ
ー
ル

の
後
、
諸
戦
線
、
諮
顎
緬
で
闘
っ
て
い

る
部
分
か
り
の
提
起
・
ア
ビ
ー
ル
が
な

さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
酎
論
の
最
疲
に
、
現
代
史

自
治
委
員
か
ら
、
特
別
決
罐
と
し
て

「国
史
掌
科
、
西
薄
史
学
科
自
治
委
員

の
自
総
委
員
会
決
灘
破
亘
-
学
大
逃
亡

弾
劾
決
議
」
が
提
案
さ
れ
た
。

採
決
精
果
は
次
の
様
に
1
穿
友
会
噌

任
委
案
、
狩
別
決
罐
と
も
に
可
決
さ
れ

た
。
(登
録
奴
騰
、
定
足
数
細
)

ス
ト
、
6
・
22
～
7

叫
の
良
期
ス
ト

禰
(諮
反
動
立
法
粉
砕
に
む
け
た
V
確

立
を
提
起
し
た
。

民
笑
連
は
、
諸
要
求
員
徹
と
筑
波
法

粉
砕
と
再
び
「
暴
力
一
掃
」
を
範
列
す

る
と
い
う
反
階
級
的
な
捷
起
を
行
っ

た
。こ

れ
に
対
し
て
、
そ
の
後
の
討
論
で

は
、
前
回
の
学
牛
大
会
に
お
け
る
、

「
狂
気
と
し
か
書
い
よ
う
の
な
い
S
自

B
O
X
襲
撃
」
な
る
有
転
ビ
フ
の
"反

暴
カ
キ
ャ
ン
ペ
r
ン
4
を
も
含
め
て
鋭

い
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
た
。

勧
判
は
、
ρ狂
気
と
し
か
い
い
よ
う

な
い
ケ
と
い
う
こ
と
の
持
つ
社
会
的
意

味
に
対
す
る
無
自
覚
さ
と
、
事
笑
の
あ

る
断
面
だ
け
を
切
り
と
っ
て
、
小
市
民

的
な
恐
怖
心
を
換
起
し
、
よ
っ
て
自
b

の
宗
派
的
利
害
を
貫
徹
し
よ
つ
と
少
る

点
が
弾
劾
さ
れ
、
民
冥
癌
は
こ
れ
に
対

し
て
、
}
般
的
な
"
梶
利
4
を
対
置
ず

る
に
き

ま
っ
た
。

採
決
は
玖
の
通
ー3
で
、
敦
育
研
穿
が

可
決
さ
れ
た
。

(
学
籍

数

O
ハ
、
議
決
軸
先
有

数
八
ハ
)

賛

反

保

棄

教
胃
研
案

43

36

5

0

民
実
連
案

お

40

4

2

な
お
、
」ハ
月
八
日
に
も
学
勺
犬
隻
が

開
か
れ
た
が
、
教
青
研
案
が
可
決
保
留

ご
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

院
生
総
会
デ

ノ
チ
あ

げ
を
粉
砕
-
十
四
日

反

保

棄

賛

六
月
-「
四
、
旧
敦
禽
鰯7
誘
院
μ
協
議

」
掌
笈
会
案

噌

D

6

会
執
行
鄙
(
民
背
系
)
に
よ
る
!
ノ
チ

持
別
決
凝

旗

0

9

あ
げ
院
頻
総
会
が
開
か
れ
よ
う
と
し
ん

が
、
昨
年
来
の
竹
本
処
庁
粉
砕
闘
扇
を

部
に
お
い
て

里
尿
現
闘
の
創
出
、
援

闘
い
ぬ
い
て
き
て
い
る
P
村
研
を
中
心

農
団
、
カ
ン
パ
ー
文
援
体
制
を
構
築
し

に
し
た
院
封
、
学
月
に
誌
っ
て
玲
砕
さ

て
い
く
こ
と
が
⊥
要
に
展
開
さ
れ
た
。

れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
竹
本
処
分
推
進
派
の

こ
れ
は
、
協
藤
員
は
各
コ
ー
く
か
ら

強
力
な

】
翼
で
あ
る
農
学
部

「
全
学

選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
に
も

連
」
支
持
委
員
会
(A
「全
」
文
目
民

か
か
わ
ら
ず
、
コ
ー
ス
会
も
開
か
ず
選

胃
系
)
は
、
小
遇
区
制
、
筑
波
法
に
対

出
も
さ
れ
て
い
な
い
協
澱
員
が
新
委
員

す
る
岡
い
を
、
議
会
に
お
け
る
反
対
運

畏
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
・
デ
タ
ラ
メ

勘
お
よ
び
そ
の
又
援
と
い
う
L
で
し
か

な
院
嵐
協
簸
会
の
運
営
の
宗
派
性
を
批

提
起
し
λ
ず
、
慶
学
部
で
の
大
衆
運
動

判
し
て
い
た
社
研
に
対
し
て
、
何
ら
賊

に
関
し
て
は
】切
ゐ
針
を
昌
し
λ
な
か

憲
あ
る
解
管
も
な
く
、
あ
ま
つ
さ
え
・

っ
た
。

首

、
院
籍

会
を
開
こ
う
と
し
た
た

探
決
の
結
果
、
次
の
様
に
A
目
鴇
任

め
、
実
力
で
粉
砕
ご
れ
た
も
の
で
あ

委
ー
A
闘
の
義
案
が
庇
倒
則
に
可
状
さ

る
。

れ
、
5
.
b
ー
溺
の
ス
ト
フ
イ
十
が
決

こ
の
行
勘
は
、
竹
本
処
分
粉
砕
闘
争

定
さ
れ
兀
。

に
対
す
る
旧
執
行
部
の
妨
冨
を
・
院
控

賛

反

保

棄

内
の
処
分
粉
砕
派
の
独
自
な
潮
琉
を
彫

難

.D園
⊃

ー

たたか う人民の獄内外

をむすぶパ イプ

連絡センター

㎝漏
「1

睡
だ/
500円以上ロ

ィ
る
ー

え
月

D
リ
支
1

 謬

費
そ

.協力会
月 閲

ビ
ヰ
い
た
と
に

　
　

援
羅
縮

羅
講

・

.

.

ペーン1部50円

間1500円 〒共
のために
めに
二のたたかいのため 二
/

セン ター

瀟蓼 亀【薪。蹴レ

響

、ゆ

輪,

朝日新聞社

'」

辞
与
は
、
そ

の
時
代
を
映
す
鏡

。
文
化

の
バ

ロ
メ
ー

タ
ー
で
あ
る
。
辞
薄
蒐
集

の
第

一
人
音

て
も
あ
る
、!

ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
、
ガ

　
中
期

の
家
庭
百
科

.節

用

集

'
を

は
し
め
、
東
西
数
千

の
辞
書

に
接

し
て
綴

る

ユ
ニ
ー
ク
な
文
化
史
。
国
詰
、
溝
和
辞
典

か
ら
、
時

事

・
医
,1
・
技
術

・
道
路
辞
典
に

い
た
る
ま

で
、
数

々
の
珍
吾
、
奇
書
を

紹
介

し
、
加
え
て
辞
書
づ
く
り

に
払
わ
れ
た
先
人
た

ち
の
労
苫
、

エ
ピ

ノ
ー
ト
を
譜

る
、
興
味

つ
き
ぬ

一
冊

。

定

価
九

二
〇
円

四
六
判

二
七
四
ぺ
ー

ノ

写
真

図
版
多
数
収
録

の
二}♂曽幽

一

一
冨

 

忘
れ
得
ぬ
名
人
、
名
講
釈
。
釈
界
は
な
や
か
な
り

し
頃
の
釈
場
の
生
態

:
。
講
談
を
愛
し
つ
づ
け

て
五
十
余
年
、
こ
の
道
伝
来
の
風
習
ム
ー
ド
を
体

得
し
た
権
威
が
、
牛
き
生
き
と
伝
え
る
伝
統
鱈
芸

の
世
界
。

一

9

⑭
〈内
容
の
「
部
〉

講
釈
界

の
略
史

・
世
話
請
談
に
あ

る
市
井
描
写

。
講
択
師
の

創
作
力

・講
談
の
技
巧
・

殺
し
の
場
・
修
羅
場

・錦

場
甕
典
山
論

・
三
代
目
神

田
伯
山
の
こ
と
・
先
代
馬

琴
の
話
・
酷
外
漱
石
荷
風

と
講
釈

新
講
該
の
系
講

席
事
の
風
景
・
八
丁
堀

一

夕
話
・
釈
場
通
い

(盲
日

記
よ
り
)

(賃
料
V現
代
講
談
師
一
覧

講
談
に
つ
い

}

自
然
保
護
思
想
の
変
革

害
護
鱗

】
匹
の
ハ
エ
、
醜
い
毛
虫
に
も
、
生
き
る
権
利
は
あ

る
。
益
物
は
人
間
の
手
下
で
は
な
い
。

〃人
閾
の
た

め
"
の
自
然
保
護
曽
想
は
、
果
し
て
免
罪
符
か
ー

大
自
然
の
中
に
宙
つ
く
生
命
の
す
ば
ら
し
さ
を
訴
え

て
や
ま
な
い
著
者
か
、
人
間
中
也
の
自
然
観
に
真
正

面
か
ら
挑
戦
す
る
。
自
妖
破
壊
、
環
境
汚
染
、
人
口

過
剰
な
ど
.
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
現
代
人
に
、
発

想
の
転
換
を
迫
る
問
題
の
書
。
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あ胆
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し た

卿日といわず】
・い つ で も歓 迎 一

鼠

お問い合わせ先

●神戸地区

丼戸本社 入事部人事課

抑戸市葺合区北本町通1-1

`川 鉄本社ヒル5階 ㊦651
Td⑩78)221-■,4璽

●大阪地区

大阪営梁漸 麟務聾

大阪市北区小漂町3一 暑

阪急ターミナルビル㊦二30

Td(06)373噌 斜欄

Φ11■嘔 製 翫

就職。 それは 自分 の一生 を左 右す る問 題てす。

その ために、み なさんは この問題 と真 険に取

り組 んでこ られ たこ とで しょ う。

5月1日 。会祉訪 問の受付 けが始 ま りま した。

これ までの考 えを行動 に移 す時が来た のです。

あれ これ思い をめ ぐらす前 に、 まず.自 分の

目で実瞭 の姿 を見つめ て くださ植.

わ 包わ誕は魎いつ でもみ なさりし畷 をお

待 ちして麹側ます.

 

イ

導

'

§

纏

1

ρ

i

一

一

`

曜


